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銭谷&三好(2011)の計算の実装・再現
どちらもVx、同時刻、だいたい同スケール

リコネクション率
0.05程度。磁場を食

 い尽くすのでピークの

 後減少する。

β=0.2

グリッド数は半分だがよく似た構造が再現できている。
プラズモイドの先には Shock Diamonds が見られる。
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戦闘機のアフターバーナーで見られる Shock 
 Diamonds。戦闘機ゲームでもCGで再現され、

 ゲーマーはこれがないと納得しない。(銭谷さん談)

Shock Diamonds
Petschek slow shock

Slow shocks

Z&M 我々

担当:柴山



ショック解析  high βにした場  
合

圧力

Minimum Variance Analysisによ

 りショック面の法線方向を決定、
ショックの種類を特定することを

 試みた

法線速度

法線方向の速度にグリッドスケールの

 数値振動が見られた。グリッドを倍にす

 るとまともになるかもしれないらしい。

Highβの

 場合プラズ

 モイドの先

 に不安定

 性が見ら

 れる。原因

 は分かっ

 ていない。

β=0.5Z&Mでも見られた謎の振動

風上 風下

Β=0.5

担当:柴山

高次精度による振動



β依存性
担当：岩本



リコネクションポイントでのリコネクション率

β依存性
担当：岩本



Uniform resistivity

t=550

t=650

t=750

t=850

担当：阪本
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Uniform resistivity

プラズモイド不安定
による効率の増加

担当：阪本



Anomalous resistivityによって、
 電流のあるところでより磁場が拡散する。
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Background / maximum resistivity

plot of resistivity with Anomalous resistivity

plot of resistivity with localized 
 resistivity

t=300,

t=300,

MPIコアの継ぎ目が何かおかしい。

担当：河村



Anomalous resistivityを用いると
 Sweet‐Parkerタイプのリコネクションが起きる！？

t=300,

t=300,

担当：河村

 Localized resistivityを用いるとPetcheckタイプのリコネクションが起きる。
（原点付近でのみ磁場拡散が効くため）

 Critical speed Vcが小さすぎてanomalous resistivityが随所で効きすぎた
かもしれない。（高い抵抗値が原点付近に止まらなかった）

plot of pressure with Anomalous resistivity

plot of pressure with localized resistivity



コーディングエラー報告

• md_kh/integrate.f90
– Step.1b call flux_calc__fbres(…)

• curz
 

‐> curx
• curx

 
‐> curz

– get_currentやgetEta__anomalousはRKサブステッ
 プのdoループ内で呼ぶこと

• etaのファイル出力おかしくないですか？
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